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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 

当社は、平成 27 年 11 月 13 日に公表しました平成 28 年 3 月期通期（平成 27 年 4 月１日～

平成 28年 3月 31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

平成 28 年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年 4 月１日～平成 28 年 3 月 31 日）   

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり

当期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

17,000
百万円

1,350
百万円

1,600
百万円 

800 
円 銭

30.62

今回修正予想（Ｂ） 16,500 1,250 1,550 1,050 40.19

増 減 額（Ｂ－Ａ） △500 △100 △50 ＋250 

増 減 率 （％） △2.9 △7.4 △3.1 ＋31.3 

(ご参考)前期実績 

(平成 27 年 3月期) 
20,115 1,690 2,152 1,386 53.07

   （注）平成 27 年 3 月期の営業利益は、表示方法の変更に伴い遡及修正を行っております。 

 

2. 修正の理由 

   平成 28 年 3 月期通期連結売上高については、鍛造事業は、概ね予想どおり推移しておりま

すが、建機事業で、仮設機材の生産設備の水害による影響ならびに建築工事の勢い鈍化の影

響等により予想を下回る見込みです。また、物流事業においても、中国を含む東南アジアで

の景気減速の影響を受け物流パレットの需要が減少する見込である等から、前回発表予想比 5

億円減少の 165 億円の見込みであります。 

営業利益・経常利益については、売上高減少に伴い、営業利益は前回比 1 億円・経常利益

は同 50 百万円の減少見込みとなりました。 

親会社株主に帰属する当期純利益については、上述の利益減少要因や水害被害に関わる追

加損失の発生で減益方向への振れもありますが、① 破産更生債権譲渡により特別利益を約 3

億円計上する見込みである ② 建機事業の機材センター移転費用として2億円の特別損失計



上を予定していましたが、ⅰ相模原機材センターは現センターの用地を継続して使用するこ

とになり、移転費用等が不要となったこと ⅱ北関東機材センターの移転については、来期

に移転実施することとなり、来期の移転費用等として約 30 百万円の引当金を計上する見込み

である 等から特別損益面でのプラス効果が発生し、前回比 2億 50 百円増加の 10 億 50 百万

円の見込みであります。 

 

（注）上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績

は今後さまざまな要因によって記載の業績数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


